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  《 １２月２２日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》              

 
〇12月23日（土）８時半～日本会議兵庫中・西播磨支部 姫路護國神社清掃奉仕活動 
〇 1月7日（日） 11時～日本会議兵庫中・西播磨支部新年祈願祭・直会 連絡先 09051534395  
〇 1月８日（月・祝）１１時～1２時半 憲法街頭活動(成人式) グリーンアリーナ神戸問合先 07055082577  
〇 2月３日（土）１３：３０～１５：００西宮・芦屋支部 『唱歌をうたう』（第８回） 甲子園学院中学・高校舎「5階 音楽堂」 会費千円  09051557986    
〇 2月11日（日）建国記念の日を祝う会（神戸，姫路）   
   （神戸会場）１３：３０兵庫県民会館パルテホール（開場１２：４５）[構成；講演会・式典・パレード] 
    講演は、勝岡寛次氏（明星大学戦後教育史研究センター） 「建国精神と明治維新150年」（仮） 
   （姫路会場） （記念講演；講師未定）   未定部分は，決定次第最新号でお知らせいたします。 

 

賀
正 

《 

神
戸
支
部
設
立
総
会 
》 

 
 
 
 
 
 

神 

戸 

支 

部 

平
成
二
九
年
一
二
月
九
日
（
土
）

一
五
時
、
楠
公
会
館
（
湊
川
神
社
、

神
戸
市
）
「
菊
水
の
間
」
に
て
日
本

会
議
兵
庫
神
戸
支
部
設
立
総
会
及
び

記
念
講
演
を
行
っ
た
。 

会
場
は
、
総
会
が
約
八
〇
名
、
講

演
会
で
は
用
意
し
た
二
〇
〇
名
分
が

ほ
ぼ
満
席
と
な
っ
た
。
兵
庫
と
し
て

は
他
の
支
部
が
順
調
に
設
立
さ
れ
る

中
、
神
戸
だ
け
は
本
部
が
神
戸
支
部

を
兼
ね
る
状
態
が
続
い
て
い
た
。
今

日
ま
で
、
地
域
性
の
全
く
異
な
る
兵

庫
の
統
括
機
能
と
県
全
体
で
実
施
す

べ
き
行
事
に
神
戸
の
特
性
が
埋
没
し

て
き
た
観
が
あ
っ
た
が
、
今
回
の
神

戸
支
部
発
足
で
神
戸
ら
し
さ
を
前
面

に
打
ち
出
し
た
活
動
が
展
開
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

日
本
会
議
兵
庫
と
し
て
は
、
垣
田

宗
彦
湊
川
神
社
宮
司
の
支
部
長
御
就

任
で
、
大
楠
公
、
小
楠
公
の
不
屈
の

精
神
で
戦
い
抜
く
姿
勢
が
一
層
明
確

化
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
。 

【 

第
一
部 

設
立
総
会 

】 

 

開
会
の
辞
、
国
旗
敬
礼
・
皇
居
遥

拝
、
国
歌
斉
唱
、
日
本
会
議
綱
領
唱

和
、
支
部
長
挨
拶
、
来
賓
紹
介
、
来

賓
祝
辞
、
祝
電
披
露
、
経
過
説
明
、

活
動
方
針
発
表
、
宣
言
文
、
聖
寿
万

歳
と
続
き
、
予
定
通
り
終
了
し
た
。 

【 

第
二
部 

記
念
講
演
会 

】 

 

演
題
を
『
緊
迫
す
る
半
島
情
勢
と

日
本
の
課
題
』
と
称
し
て
、
西
岡
力

先
生
（
麗
澤
大
学
客
員
教
授
、
公
益

財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
歴
史

研
究
室
長
）
よ
り
御
講
演
頂
い
た
。

「
今
日
の
我
が
国
を
取
り
巻
く
環
境

は
戦
後
最
も
厳
し
い
」
と
の
ご
趣
旨

の
講
演
で
あ
っ
た
。 

 
 



 《 

学 

習 

会 

》 

  
  

  
 
  

 

西
宮
・
芦
屋
支
部 

 

西
宮
・
芦
屋
支
部
で
は
一
一
月
一

七
日
（
金
）
に
阪
急
西
宮
北
口
駅
前

の
な
で
し
こ
ビ
ル
八
階
の
な
で
し
こ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
公
益
財
団
法
人 

新
教
育
者
連
盟 

理
事
長
の
代
田
健
蔵 

先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
「
皇
室

と
日
本
の
誇
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
代
田
先

生
は
八
二
歳
と
い
う
実
年
齢
よ
り
一

回
り
は
お
若
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
パ

ワ
フ
ル
な
し
ゃ
べ
り
口
調
で
、
初
代

神
武
天
皇
以
来
、
男
系
の
皇
統
を
維

持
し
て
き
た
日
本
の
御
皇
室
を
大
変

解
り
や
す
く
、
丁
寧
に
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
か
ら
も
、

「
続
き
を
も
っ
と
聞
き
た
い
。
」
と

の
感
想
も
あ
っ
た
程
で
、
支
部
の
学

習
会
で
引
き
続
き
、
お
呼
び
し
た
く

考
え
て
お
り
ま
す
。  

 

【 

三
島
由
紀
夫
・
森
田
必
勝 

 
 

 
  

 
  

両
烈
士
追
悼
祭
】 

 
  

平
成
二
九
年
一
一
月
二
五
日(

土)

一
三
時
三
〇
分
、
長
田
神
社
（
神
戸

市
）
に
て
、
三
島
由
紀
夫
・
森
田
必

勝
両
烈
士
追
悼
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
百
地
章
先
生
の
御
講
演

が
『
三
島
由
紀
夫
大
人
と
憲
法
改

正
』
と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
以
降
、
百
地
章
先
生
の
資
料
か
ら

概
要
を
抜
粋
・
要
約
。
元
は
当
日
配

布
済
。
） 

１
、
三
島
由
紀
夫
氏
の
天
皇
論
・
国
家

論
・
憲
法
改
正
論 

（
１
）
三
島
義
挙
当
時
の
想
い
出 

（
２
）
三
島
由
紀
夫
氏
の
天
皇
論 

（
３
）
三
島
由
紀
夫
氏
の
「
国
家
論
」 

（
４
）
三
島
由
紀
夫
氏
の
憲
法
改
正
論 

２
、
憲
法
改
正
に
向
け
て 

（
１
）
緊
急
事
態
条
項
に
つ
い
て 

①
大
規
模
テ
ロ
の
恐
れ 

②
大
規
模
自
然
災
害
と
国
家
緊
急
事
態 

③
「
緊
急
事
態
条
項
」
と
は
？ 

④
速
や
か
に
憲
法
を
改
正
し
、
緊 

 
 

急
事
態
条
項
を 

 

⑤
緊
急
事
態
条
項
（
憲
法
改
正
私
案
）

（
２
）
第
９
条
－
防
衛
・
安
全
保
障
問
題 

①
第
９
条
２
項
に
つ
い
て 

 

・
第
９
条
１
項
の
「
平
和
主
義
」
は
堅

持
（
改
正
し
な
い
） 

 

・
憲
法
第
９
条
２
項
の
も
と
で
は
、
自

衛
隊
は
、
実
態
は
軍
隊
だ
が
、
法

制

度

上
「
軍

隊
」
で

な

く
「
警

察
」
→
「
軍
隊
」
と
し
な
け
れ
ば

侵
略
を
阻
止
で
き
な
い 

 

②
軍
隊
と
警
察
の
違
い
は
？ 

（ⅰ

）
「
軍
隊
の
権
限
」
は
「
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ト
」
方
式 

③
現
在
の
自
衛
隊
法
の
下
で
は
、
外
国

か
ら
「
武
力
攻
撃
」
が
あ
っ
た
場
合

し
か
対
処
で
き
な
い 

 

・
憲
法
９
条
２
項
を
改
正
し
て
、
自
衛

隊
を
「
軍
隊
」
に 

 
 

④
・
９
条
１
項
、
２
項
に
は
手
を
加
え

ず
、
「
自
衛
隊
の
保
持
」
を
明
記 

 
 

 

 
 
 

（ⅱ
）
改
正
私
案
「
改
憲
草
案
作
り
を

粛
々
と
進
め
」 

・
９
条
の
２ 

 

「
前
条
〔
９
条
〕
の
下
に
、
わ
が
国

の
平
和
と
独
立
を
守
り
、
国
際
平

和
活
動
に
協
力
す
る
た
め
、
自
衛

隊
を
保
持
す
る
。
そ
の
組
織
及
び

権
限
等
は
、
法
律
で
定
め
る
」 

 

（ⅲ

）
新
９
条
改
正
論
の
「
狙
い
」 

 
 

・
本
来
な
ら
、
９
条
２
項
を
改
正
→
し

か
し
、
そ
れ
で
は
何
も
動
か
な
い
。 

 
 

→
「
目
標
」
に
向
か
っ
て
ま
ず
「
第

一
歩
」
を
踏
み
出
す
し
か
な
い 

・
「
自
衛
隊
の
保
持
」
を
憲
法
に
明
記

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
違
憲
論
の

余
地
を
無
く
す
だ
け
で
な
く
、
そ

の
正
当
性
を
明
ら
か
に
す
る
。 

・
「
自
衛
隊
の
保
持
」
と
そ
の
「
目

的
」
を
憲
法
に
明
記
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
衛
隊
に
栄
誉
を
、
そ

し
て
自
衛
官
に
誇
り
を
与
え
、
社

会
的
地
位
を
高
め
る 

 
 
 

・
憲
法
に
「
自
分
た
ち
の
国
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
国
民
の
決
意

を
表
明 

（ⅳ

）
期
待
さ
れ
る
「
効
果
」 

・
自
衛
隊
の
「
権
限
」
は
変
わ
ら
な

い
が
、
そ
の
「
地
位
」
は
間
違

い
な
く
改
善
・
上 

 
 

・
例
、
統
合
幕
僚
長
以
下
、
三
幕
僚

長
を
「
認
証
官
」
に
、
「
栄
典
」

「
賞
恤
金
」
等
の
待
遇
改
善
・
外

国
防
衛
駐
在
官
の
地
位
向
上
、
国

会
で
の
参
考
人
発
言
権
等 

 
 

・
自
衛
官
、
自
衛
隊
に
誇
り
と
栄
誉

を
与
え
る
こ
と
は
喫
緊
の
急
務
。 
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